
 

  

現代は、一人暮らし高齢者の増加や核家族化の進行、虐待、自殺者や

生活困窮者の増加、認知症高齢者や障がいのある人の権利擁護問題、さ

らに「８０５０問題」や「ひきこもり」の問題なども表面化し、個人や

世帯が抱える問題は複雑化・複合化し、既存の支援制度や公的サービス

では対応が困難で、包括的な支援を要するケースもあります。 

 こうした社会状況の変化や地域の福祉課題に的確に対応するため、

「地域共生社会」の実現を踏まえ、第Ⅲ期計画の考え方を継承し、柳井

市における地域福祉の推進に向けた「第４期柳井市地域福祉計画・柳井

市地域福祉活動計画」を策定いたしました。 
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●地域内交通の実施に向けた取組
の支援 

●高齢者おでかけ
サポート事業の
実施、障がい者
（児）福祉タク
シーの助成 等 

●権利擁護体制の充
実と成年後見制度
の周知・利用促進 
等 

●判断能力に不安のある人に対す
る福祉サービスの利用援助や金
銭管理等の支援 

●子育て中のご家
庭を対象に仕事
と家庭の両立が
できるよう支援
を行う 

●妊婦や乳幼児の保護者を対象
に子育てに関する情報を得る
場の提供 

●子どもに関する相談体制の充実 
等 

●高齢者、障がい者を優先とした
法律相談体制を整える 

●日常生活の中での心配ごと、悩
みごと等の相談体制を整える 

●高齢者や障がいのある人、生活
困窮者など、様々な支援を必要
とする人を、必要な支援や福祉
サービスにつなげる包括的な
相談体制の整備 等 

●自立相談支援事業・住居確保
給付金の実施 

●社会的な孤立を防ぐための支援 

●虐待防止に対応するネット
ワークづくりの推進 等  

●低所得世帯への支援体制を整える 

●子ども食堂、子どもの居場所づく
り活動の支援 

●コミュニケーション支援、情報弱
者に対する支援 

共に支えあい えがおで暮らせる 福祉のまちづくり 

～支えあう 心と心で豊かな暮らし～ 

令和５（２０２３）年度～令和９（２０２７）年度        

―７－ この冊子の発行には共同募金が活用されています。 



 

  

地域福祉活動計画は、社会福祉法第１０９条

において「地域福祉の推進を図ることを目的に

組織される団体」として位置づけられる社会福

祉協議会が中心となって策定する住民の福祉

に関する活動計画です。 

地域福祉計画は、社会福祉法第１０７条

の規定に基づく「市町村地域福祉計画」とし

て策定するものです。地域福祉を総合的に

推進するための計画として本市の福祉分野

における総括的な上位計画と位置づけられ

ています。 

計画の策定にあたっては、広く市民の意見やニーズを把握し、計画に反映す

るために市民のアンケートや各地区関係者との懇談会を実施
しました。 

柳井市地域福祉計画推進会議、柳井市地域福祉活動計
画策定委員会の開催、パブリックコメントの実施など様々
な形で市民参加を図りました。 
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●関係機関と連携した地域の安
心・安全を守る取組の推進 

●悪質商法やうそ電話詐欺防止
のための啓発活動や見守り体
制の充実 

●災害時に備えたボランティアセ
ンター設置運営訓練の実施 

●地域の関係者のネットワーク
化を通じて助け合い、支えあい
の地域づくりを構築 

●生活支援コーディネ
ーターによるニーズ
と課題解決に向けた
マッチング機能の充
実を図る 等 

●複合的な課題や「制度の狭間」
にある課題の解決に向けた各
関係機関のネットワークづく
りの促進及び地域で支えるこ
とのできる体制の整備 

●生活困窮者自立支援事業の円
滑な実施 

●介助を必要とする人に対する
一時的な移動手段確保のため
の支援 

●防災講習会等を通じた防災知
識の普及・啓発と情報提供 

●自主防災組織の結成促進と活
動支援 

●避難行動要支援者名簿、個別避
難計画の作成と制度の周知 

市社協の取組 行政の取組 

●地域住民が主体的に介護予防
等の活動を行う「通いの場」等
を活用した住民同士の交流・孤
立防止の取組支援 等 

●高齢者や、子ども、障がいがあ
る人等、誰もが参加しやすいふ
れあい・いきいきサロンの開
設、活動を支援する 等 

●自主防災組織の支援 等 

●「やまぐち障害者等専用駐車場
利用車証制度」の促進 

●「やまぐち障害
者等専用駐車
場利用車証制
度」の促進 
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基本施策３ 

①相談体制の充実 

活動目標１ 

地域を支える 
人づくり 

活動目標２ 

支えあい安心・安全に
暮らせるまちづくり 

活動目標３ 

支援のしくみづくり 

基本施策１ 

① 福祉意識の醸成 

②地域福祉の担い手づくり 

③福祉教育と人権教育の推進 

基本施策２ 

①だれもが生活しやすい環境づくり 

②災害時における支援体制の整備 

③包括的な支援体制の整備 

④地域交流の促進と拠点づくり 

②支援が届きにくい人への支援 

③子育て支援の充実 

⑤生活交通手段の確保に向けた支援 

④利用者の保護と支援 

・市民に福祉活動への理解向上の啓発を図ります 

・ボランティア活動・地域活動などへの参加を促し、地域

社会で活躍できる人材の育成や活動の機会を提供すると共

に、高齢者の健康増進や仲間づくり活動を支援します 

・福祉教育等に関する啓発活動を行います 

・だれもが自分らしく安心して生活し、活躍できる地域環

境の整備を行います 

・避難行動要支援者名簿作成等の整備を行い、個別避難計

画の作成に努めます 

・地域交流の促進と拠点づくり、サロン活動の担い手のス

キルアップ及び後継者の育成及び地域における活動拠点

の確保、充実を図ります 

・地域における複合課題や制度の狭間の問題に対して、既

存の組織を超えた研究・検討・支援を行います 

・気軽に相談できる支援体制の整備を図ります 

・生活困窮者やひきこもり状態にある人など支援を必要と

する人を適切な支援に結びつける体制を強化し、犯罪をし

た人が社会の中で更生できる仕組みの強化を行います 

・子育て世帯を対象に子育てしやすい環境等の支援を行い

ます 

・日常生活自立支援事業の周知とともに、成年後見制度利

用促進基本計画に沿って支援に取り組みます 

・交通弱者に対する支援・手法の研究を行います 

施 策 体 系 図 
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行政の取組 市社協の取組 

「自分らしく 健康でいきいきと暮らしていけるまち・柳井 ～住

民パワーで安心・安全のまちづくり～」を引き続き本計画の基本目標

とします。地域住民等と柳井市、柳井市社会福祉協議会が協働し、第

Ⅲ期計画で取り組んできた施策に加え、社会の変化、法改正等を反映

した施策を展開していきます。 

基 本 

目 標 

地域福祉を充実させるためには、地域の互助活動を担う人材が重要です。地

域住民が積極的に地域活動やボランティア活動に参加できるよう、意識啓発・

人材育成に努めます。 

ライフスタイルが多様化・複雑化し、地域には、様々な人が暮らしています。

年齢や健康状態、障がいの有無、価値観など様々な「違い」を乗り越えて地域

住民一人ひとりがお互いに尊重し合えるよう、福祉教育、人権教育に取り組み

ます。 

 ユニバーサルデザインに配慮した、だれもが使いやすい環境整備によるまち

づくりを進めます。 

 地域での防災意識の啓発や防災訓練、支援が必要な方の名簿の作成を行い、

大災害に備えます。 

 高齢者や障がいのある人、子どもなど、分野ごとの公的な福祉サービスの一

層の充実を図り、関係機関と連携し、支援が必要な人を必要な支援につなげる

包括的な支援体制の充実を図ります。 

 また、地域の課題解決に向けた地域内の調整や関係機関とのつなぎ役として

の生活支援コーディネーターの配置に取り組みます。 

 自治会をはじめ、自主防災組織や地区社会福祉協議会、民生委員児童委員協

議会、老人クラブ、子ども会、ふれあい・いきいきサロン実施団体、ボランテ

ィア団体等の活動を支援します。 

  

地域住民一人ひとりが自分にとって必要な福祉サービスを受けることができ

るよう、情報提供・相談・支援体制を整え、支援が届きにくい人や子育て支援

の充実等に取り組みます。 

また、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、

交通手段についての支援・研究を行います。 
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●ボランティアや各団体の交流
会や活動発表の場を提供 

●福祉学習の支援を行う 

●福祉情報の提供や地域福祉の啓発 

●地域の様々な人が地域福祉活動
に参加できるよう支援し、地域福
祉活動の充実を図る 

●赤い羽根共同募金運動等の推進 
等  

●ボランティア団体等の活動の支援
等 

●自治会長集会における人権教
育等の実施 

●福祉員の育成に努め、地域内の活
動者がお互いの活動を理解し、連
絡体制を構築するための情報交換
の場を設ける 

●ボランティア団体等の活動の
支援 

●自治会、民生委員・児童委員、
老人クラブ等の団体を地域住
民に紹介・周知を実施 

●地域活動情報を提供し、地域福
祉に対する住民の関心や支え
あいの意識を深め、実践的な地
域活動につながるよう啓発に
努める  
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●高齢、障がい、子ども、生活困
窮など、全ての人が生きがいを
ともにつくり、地域で支えあ
い、生活を支える仕組みが機能
するよう働きかける 等 


